
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

やまと

オートマトン

レクイエム

ステーシー

9

絶望

17

煉獄

12
日常

幸福の時

狂気の片鱗

秘密の友達

待ち合わせ

絶望

退屈だけど暖かい、変わらない幸せな日常

幸せ。終わるのが怖いくらいの幸せ。それは確かに「あった」

あなたは夕暮れの小道に立っていた。もう遅い、帰ろうかな。そう思った時、向こうから数人の人影が歩いてきた。黒いローブを身に纏い、皆無表情で冷たい、同じ顔をしていた。彼等はあなたに目もくれないで、また向こうへ歩いていく。あっちには不気味な塔しかなかった筈だ。そんな所に用があるのだろうか。あなたの中の好奇心が疼く。彼等は確か、今目の前にあるような壷を持っていた。一体それを、どうするつもりだったのだろうか。

塔の上と下、顔もまともに分からないながらあなた方は友達だった。日が傾きはじめてから夕日が沈むまでの短い間だけれど、こんなふうに上を見て、下を見て声を殺して笑いあった。誰にも見つかってはいけない、見つかれば壊されてしまう。そんな脆く儚い関係。

待った。この扉の前で、遊ぶ約束をした親友を待っていた。約束をしたのは、あなたはあの子のことを親友だと思っていたからだ。他の子がどんな陰口をたてようと構わなかった。ある日この壁に寄りかかって親友を待っている時、妙な集団を目にした。気になって追いかけてみると、何かを話しているようだった。断片的に聞こえてくる、神、生贄、依り代といった言葉たち。彼等は恐ろしい計画を立てているのだと、あなたにもはっきり分かった。集落の皆を殺し、そして……。恐ろしくなって、あなたは一目散に逃げ出した。

広場に駆けつけた時、そこはもう血の海だった。大人とも子どもとも区別もつかない肉片がそこかしこに転がっていた。そして、黒いローブの集団と、その中央にいるのはあなたの友達。巨大な斧を振るって、嵐を起こしているかのよう。それは、あの時聞いた話と全く同じ光景で。唇は無意識に言葉を紡ぐ。それは後悔か命乞いか、それとも……。あなたの友達は、感情の無い瞳で此方に近づいてくる。はっとして、動かぬ身体を奮い立たせて、傍らの親友に逃げようと言おうした瞬間。強烈な痛みと、空から降ってくる親友の声。その声にあなたは気がつくだろう。もう遅かったと、もう何も出来ないと。最期に見たのは親友の泣き顔。嗚呼、私が死んで、この子はどうするのだろう。かわいそうな私の親友。一人ではきっと――
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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効果参照
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基本パーツを一つ損傷。行動・攻撃・切断判定振りなおし

射撃出目+1

以後、ターン終了まで攻撃判定+1

攻撃・切断出目+1。毎ターン終了時パーツ損傷

2

1

肉弾攻撃１

1

移動１。自身には使用不可

1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

射撃5

人形。日本人形。自分に似てる

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

1

移動１

移動１

妨害１
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